
（1面） 平成26年度事務事業評価シート 平成 26 年 6 月 27 日 作成

備　　考

中事業に含まれる小事業の方向性（⇒個別事業の概要は裏面） （千円）

中事業の評価（事務事業の課題、取組状況、今後の方向性）

○ ○ ○ ○

評価者名 文化財課担当課長 吉田　宗一

今後の方向性
（課題解決に向けた取組

・H26予算への反映）

発掘調査待機期間の短縮、出土資料の整理につなげるため、早急な調査・研究体制の強化について検討を進めると
ともに、将来的な埋蔵文化財センターの開設をめざす。

A：充実・拡大
B：現状継続
C：改善・見直し
D：統合縮小
E：廃止・休止

A

※□事業完了

未解決の課題 発掘調査実施の長期間待機の解消と出土資料の整理

中事業の評価 適切＝〇要改善＝△（２面「評価の視点」を参照） ①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

H25年度の課題

課題解決のための取組 調査・研究体制強化について検討 取組の結果
□解　 決
■未解決

理由
・手法

今後の
方向性

理由
・手法

今後の
方向性

今後の
方向性

理由
・手法

発掘調査実施の待機期間の長期化及び、埋蔵文化財出土資料の増加による保存箱の保管場所の確保と出土資料の整理

H25小事業名 H25決算値 H26小事業名 H26予算額 A：充実・拡大 B：現状継続 C：改善・見直しD：統合縮小 E：廃止・休止

文化財調査・整備事業 88,660
今後の
方向性

A
理由
・手法

発掘調査実施の長期間待機の解消と出土資料の
整理を実施するにあたり、体制強化を検討する

調査・整備事業 87,263

史跡調査・整備事業 844
今後の
方向性

B
理由
・手法

史跡指定及び整備に向けた調査を必要に応じで
実施していく

指　　標 評価 年度 22年度 23年度

600

◎目標を達成　○目標に向かって前進
△横ばい　×後退

実績値 713 670 699 724

24年度 25年度 最終年度（27年度）

法93・94条に基づく届出・通知件数

◎
目標値 600 600 600 600

発掘調査届・通知数 10 6 28 23 71

鎌倉市以外は平成24年度の数値

包蔵地数 2393 478 466 279 215　ベンチマーク（県内
外自治体や民間団体

との比較値）

団体名⇒ 横浜市 横須賀市 鎌倉市 小田原市

事務事業
運営経費

総事業費（千円） 116,537 137,791

茅ヶ崎市

土木工事届出・通知数 120 39 724 175 238

市民１人当りの経費（円） 655 777 789

協働のパートナー

対象者１人当りの経費（円） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

139,847

（国　・　県） 43,583 65,037 67,879

（負担金等） 50 35 30

（一般財源）
運営資源状況

決算値（千円） 87,263 107,545 109,180

43,630 42,473 41,271

人員配置数 3.7人 3.7人 3.5人

人 件 費（千円） 29,274 30,246 30,667

目標
文化財を保存し、活用を図る。

（目標値）

人口等のデータ

データ区分 25年度 24年度 23年度

人　　　口 177,895人 177,224人 177,204人 ・各年4月1日
（住民基本台帳）

世　帯　数 80,295世帯 79,669世帯 79,217世帯

事業の対象者数

主管課 文化財課 関連課 鎌倉国宝館、歴史まちづくり推進担当

分野名 歴史環境・文化

事務事業 ■サービス部門
文財-02 調査・整備事業

№/名　称 □支　援　部 門



（2面） 小事業・個別事業の評価
評価のポイント

(単位：千円）

※事業完了

※□

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

※事業完了

※□

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

※□

350 350 ○

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

168 出土資料共同研究等負担金 ○ ○ ○※事業完了

○ ○

168 コピー機等賃借料

168 文化財システム用パソコン賃借料 1,905 1,905 ○ ○

168 測量用光波測距儀賃借料 592 592 ○ ○ ○ ○

333 256 ○ ○ ○ ○

168・207 発掘調査用機材賃借料 984 556 ○ ○ ○ ○

168 コピー機保守業務委託料 48 40 ○ ○

○

168 文化財専門委員会委員報酬 408 206 ○ ○

○ ○

168 市内文化財等維持管理業務委託料 2,310 2,305 ○ ○ ○ ○

168 出土品保管箱運搬業務委託料 105 105 ○ ○

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

文化財の指定、指定文化財所有者への奨励金の交付、埋蔵文化財の記録保存、出土遺物の管理・保管、公有地の史跡の
維持管理

○ ○ ○ ○

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

○ ○

168 空中写真撮影業務委託料 242 189 ○ ○ ○

○ ○

168 出土品保管箱運搬作業業務委託料 496 496

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

評価の
視点

①効率性 事業費や人件費に削減余地はないか。 ②妥当性
事業の目的と政策・施策体系の目標とが整合しているか。法的な根拠や公的関与の妥
当性はあるか。

③有効性 事業の成果が得られているか。事業を休止・廃止した場合影響があるか。 ④公平性 受益機会が偏っていないか。受益者負担は公平・公正か。

○ ○ ○ ○

168 発掘調査用機材運搬業務委託料 355 163 ○ ○ ○ ○

168 文化財課分室管理業務委託料 1,165 1,165 ○ ○ ○ ○

168 遺跡発掘調査研究員報酬 4,510 4,510 ○ ○ ○ ○

168 事務補助嘱託員報酬 1,028 1,028 ○ ○ ○ ○

168 出土品整理臨時的任用職員賃金 3,308 3,660 ○ ○ ○ ○

168・207 発掘調査臨時的任用職員賃金 45,029 43,414 ○ ○ ○ ○

168 出土品整理臨時的任用職員（調査員）賃金 3,905 3,552 ○ ○ ○ ○

168 市指定文化財管理奨励金 2,345 2,280 ○ ○ ○ ○

168 文化財調査者等謝礼 224 144 ○ ○ ○ ○

168 非常勤嘱託員等通勤費費用弁償 394 285 ○ ○ ○ ○

168 花粉分析等業務委託料 350 88 ○ ○ ○ ○

168 確認調査壙掘削業務委託料 1,986 1,436 ○ ○ ○ ○

168 分室警備業務委託料 306 296 ○ ○ ○ ○

168・207 出土品整理箱等発掘関係消耗品費 1,499 1,809 ○ ○ ○ ○

168 燃料費 60 58 ○ ○ ○ ○

168・207 埋蔵文化財緊急調査報告書等印刷製本費 2,013 1,881 ○ ○ ○ ○

168 光熱水費 729 772 ○ ○ ○ ○

168 医薬材料費 7 7 ○ ○ ○ ○

168 電信料 180 160 ○ ○ ○ ○

168 仮設トイレし尿清掃手数料 49 13 ○ ○ ○ ○

168 文化財関係調査員傷害等保険料 34 33 ○ ○ ○ ○

168 出土遺物保存処理業務委託料 273 273 ○ ○ ○ ○

168 史跡管理柵設置業務委託料 455 413 ○ ○ ○ ○

168・207 発掘調査作業業務委託料 12,096 12,823 ○ ○ ○ ○

調査・整備
事業


